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問1 鎌倉時代において、将軍と御家人の間には土地を媒介とした主従関係が築かれました。このうち、将軍が御家人のこれまでの
領地を保証したり、手柄を立てた者に新たな領地を与えたりする行為を何と呼びますか。 （2023年　群馬県公立入試　類似）

1.  御恩 2.  奉公 3.  寄進 4.  安堵

問2 12世紀後半、日宋貿易によって中国との交流が盛んになる中で、僧の栄西が宋から伝えた仏教の一派があります。幕府の保護
を受けて武士層を中心に広まり、座禅などの修行を重視したこの宗派の名称として適切なものを選んでください。 （2019年　群馬県公

立入試　類似）

1.  臨済宗 2.  浄土宗 3.  時宗 4.  浄土真宗

問3 13世紀の日本における政治体制の特徴について、武士が実権を握る「武家政治」の仕組みを正しく説明したものはどれか、次
の中から選びなさい。 （2017年　秋田県公立入試　類似）

1.  将軍が武士の領地支配を保障す
る代わりに、武士は幕府に対して
軍役や番役などの義務を負った。

2.  天皇が派遣した国司が、戸籍に
基づいて全国の土地や人民を律令
の定めに従い統治した。

3.  有力な貴族が自分の娘を天皇の
きさきにして、摂政や関白として
政治の全権を握った。

4.  身分に関わらずすべての国民が
選挙で代表者を選び、議会におい
て法律を制定した。

問4 鎌倉時代に阿弥陀仏への信仰を庶民の間に広めるため、各地を巡って「踊り念仏」を行い、時宗をひらいた人物は誰ですか。
（2018年　山形県公立入試　類似）

1.  一遍 2.  親鸞 3.  日蓮 4.  道元

問5 鎌倉時代の農業技術や制度について説明した資料において、当時の生産力を向上させた要因として説明される「二毛作」の内
容として正しいものはどれですか。 （2022年　宮城県公立入試　類似）

1.  同じ土地において、1年のうち
に米とそれ以外の作物を組み合わ
せて2回栽培すること。

2.  2年間にわたって同じ土地を休
ませ、土壌の肥沃さを回復させて
から耕作を行うこと。

3.  1つの大きな耕地を半分に分
け、半分で稲作、もう半分で畑作
を同時に行うこと。

4.  同じ作物を1年に2回、同じ田
んぼで収穫できるように品種改良
を行うこと。

問6 1221年に起こった承久の乱について、その背景と内容を説明した文として最も適切なものはどれか、次のうちから選びなさ
い。 （2019年　香川公立入試　類似）

1.  源氏の将軍が途絶えた後の幕府
の混乱を見て、後鳥羽上皇が政治
の実権を取り戻そうと挙兵した。

2.  平氏の勢力が強まったことに不
満を持った後鳥羽上皇が、源氏と
協力して平氏を倒した。

3.  北条氏の執権政治に反対した足
利尊氏が、後醍醐天皇と協力して
幕府を滅ぼした。

4.  源頼朝が死んだ直後、朝廷内で
権力争いが起こり、上皇が武士を
排除するために兵をあげた。

問7 鎌倉幕府において、源頼朝の死後に北条氏が世襲した、将軍を補佐して幕政を統括する最高職の名称として正しいものはどれ
か。 （2023年　石川公立入試　類似）

1.  執権 2.  管領 3.  連署 4.  六波羅探題

問8 承久の乱の後、鎌倉幕府の支配体制は大きく変化しました。この時期の状況を説明した文として最も適切なものはどれです
か。 （2026年　島根公立入試　類似）

1.  幕府を支持する御家人が東日本
に限定されていた状況から、乱の
勝利によって没収した領地に地頭
を任命することで、幕府の支配力
が西日本を含む全国へ広がった。

2.  元軍の侵攻に備えるため、九州
地方の北部に鎮西探題を設置し、
沿岸部の防備や西国の御家人の指
揮を強化した。

3.  朝廷との融和を図るため、公家
と武士の両方の性質を持つ公武合
体政策が進められ、京都の治安維
持は朝廷が自ら行うこととなっ
た。

4.  徳川氏が朝廷や西国大名を監視
するために京都所司代を設置し、
天皇や公家の行動を厳しく制限す
る法を定めた。

問9 鎌倉幕府が「永仁の徳政令」を発令せざるを得なくなった背景と、その法令の内容についての説明として最も適切なものはど
れですか。 （2023年　和歌山公立入試　類似）

1.  元寇での軍役負担により生活が
苦しくなった御家人のため、売
却・質入れした土地を無償で取り
戻させた。

2.  承久の乱で勝利した恩賞とし
て、御家人が没収した土地を自由
に売買することを許可した。

3.  御家人同士の土地争いを防ぐた
め、領地の相続を嫡子（跡継ぎ）
一人に限ることを命じた。

4.  貨幣経済の浸透に対応するた
め、年貢を米ではなく現金で納め
ることを全国の御家人に推奨し
た。
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答え合わせ・解説

問1 答え 1
御恩

鎌倉幕府の基盤は、将軍と御家人の間の土地を通じた契約関係にありました。将軍が御家人の領地
を保証する「本領安堵（ほんりょうあんど）」や、戦功に対して新しい領地を与える「新恩給与
（しんおんきゅうよ）」をまとめて「御恩」と呼びます。これに対し、御家人が軍役や京都・鎌倉
の警備を行う義務を「奉公」と言い、この双方向の関係が幕府を支えました。

問2 答え 1
臨済宗

栄西が宋から伝えたのは臨済宗です。鎌倉時代には日宋貿易を通じて新しい仏教が日本に流入しま
したが、臨済宗は特に幕府との結びつきを強め、後の五山文化の発展にも寄与しました。浄土宗は
法然、浄土真宗は親鸞、時宗は一遍が開いた宗派であり、これらは念仏を唱えることで救われると
する教えで、禅宗とは特徴が異なります。

問3 答え 1
将軍が武士の領地支配を保障する代わり
に、武士は幕府に対して軍役や番役など
の義務を負った。

鎌倉幕府の武家政治は、将軍と御家人の間の「御恩」と「奉公」という主従関係によって成り立っ
ていました。将軍が武士の土地所有権を認める「本領安堵」などの恩恵を与えることで、武士たち
は幕府のために戦うという強い結束力が生まれ、武士による安定した統治が可能となりました。

問4 答え 1
一遍

一遍は、鎌倉新仏教の一つである時宗の開祖です。彼は特定の寺院にとどまらず、日本各地を歩き
回って念仏を勧める「遊行（ゆぎょう）」を行い、踊りながら念仏を唱える「踊り念仏」を通じ
て、文字の読めない庶民層にも分かりやすい形で信仰を広めました。

問5 答え 1
同じ土地において、1年のうちに米とそ
れ以外の作物を組み合わせて2回栽培す
ること。

二毛作は、灌漑（かんがい）技術の向上によって土地の水分調節が可能になったことで広まりまし
た。鎌倉時代には、主に夏の米の裏作として、冬に麦などが作られました。これによって土地を効
率的に利用できるようになり、食料生産が大幅に増加しました。1年に2回同じ作物を育てることは
「二期作」と呼び、二毛作とは区別されます。

問6 答え 1
源氏の将軍が途絶えた後の幕府の混乱を
見て、後鳥羽上皇が政治の実権を取り戻
そうと挙兵した。

鎌倉幕府の3代将軍・源実朝が暗殺され、源氏の正統が途絶えたことで幕府の結束が弱まったと判
断した後鳥羽上皇は、倒幕の宣旨を下しました。しかし、北条政子が「頼朝の恩義」を御家人たち
に訴えたことで幕府側が団結し、上皇側は敗北して隠岐に流される結果となりました。

問7 答え 1
執権

源頼朝の死後、幕府の実権は頼朝の妻である北条政子の実家、北条氏へと移りました。北条氏は
「執権」という役職に就き、形式的な将軍を支えながら、事実上の幕府の最高責任者として政治を
動かしました。管領は室町幕府で将軍を補佐する職名であり、連署は執権の補佐役、六波羅探題は
朝廷の監視などを行う地方官職です。

問8 答え 1
幕府を支持する御家人が東日本に限定さ
れていた状況から、乱の勝利によって没
収した領地に地頭を任命することで、幕
府の支配力が西日本を含む全国へ広がっ
た。

承久の乱の前まで、幕府の勢力は主に東日本を中心としていましたが、乱の結果として上皇側から
没収した3000カ所以上の所領に新補地頭を任命したことで、その支配力は西日本まで一気に拡大し
ました。この西国支配の拠点として機能したのが六波羅探題です。

問9 答え 1
元寇での軍役負担により生活が苦しくな
った御家人のため、売却・質入れした土
地を無償で取り戻させた。

元寇は外国からの侵略を退ける防衛戦であったため、幕府は新たに獲得した土地を御家人に恩賞と
して分配することができませんでした。多額の軍費を自ら負担した御家人たちは借金を抱え、土地
を質入れしたり売却したりして生活をしのいでいたため、幕府はそれらの土地を返還させることで
御家人の基盤を維持しようとしました。


